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1． 地震考古学 とは

　日本列 島の 各地 で行 われ て い る考 古 学の 遺跡発掘調査

で 見 つ か っ た ， 断層
・地 割れ ・地 滑 り ・

液状化現象 な ど

の 痕跡を研究 す る 分野 を 「地震考古学」 と い う。こ の よ

うな 地 震痕跡 は，か つ て は 見過 ご され て い た が，1988

年に 地震考古学が 提唱 さ れ て か らは 1〕
， 考古学の 研究対

象 と して認識 さ れ ， 遣跡調査の 報告書に も記載され る よ

うに な っ た 2）。

　遺跡 に は，建物跡 な どの 遺 構 や，土 器 な どの 遺 物 が埋

ま っ て お り，多 くは年代 が わ か っ て い る。 遺跡 の 調 査 で

地 震 の 痕跡 が見 つ か る と， 遺構や遺物 との前後関係を考

え る こ とに よっ て 地震の 年代を絞 り込む こ とがで きる。

さらに，必 要 に応じて，深 く掘 り下げて痕跡 を詳 し く観

察 す る こ とがで き る 。

　
一
方で は，我が 国 に は 過去千数百 年間に お よぶ 文字記

録 が残 さ れ て い る 。 地 震の 被害記録 に は年 月 日や 時刻 が

記 さ れ て い るの で
3〕，こ れ に 対比 で き る痕跡 に つ い て は，

地震 が発生した年月 日 も明らかに なる。

2． 活断層 と地盤災害

　京阪神 ・淡路地 域の 多くの 遺跡か ら地震痕跡が 見 つ か

っ て い る 。 大 半は，中世 の 地層 を 引 き裂 き，近世の 地 層

に 覆 わ れて い る の で ，該当す る 大地 震 と し て 唯
一
考 え ら

れ る の が 1596 （文禄 5 ・慶長 元 ）年 9 月 5 日の 午前零

時頃 に発生 した 「伏見地 震」 で あ る。

　こ の 地 震で は，豊臣 秀吉が京都盆 地 東縁 の段丘 上 に築

い た 伏見 城 の 天 守 閣 が崩れ 落 ち た 。 京都盆 地 で は ，東

寺 ・天龍寺
・大 覚寺

・二 尊院な どの 名刹 が倒壊 し，山崎

や 入 幡は 壊減状態に な っ た。大坂 や堺 の 沖積低地 で は 多

くの 民家が 倒れ ，兵庫 （現 ・神戸市） で は 家並み が 倒壊

して 火事で 燃 え た 。神戸市 の須 磨寺 や淡路島の 千光寺 も

大 きな 被害を蒙っ た 。

　阪神 ・淡路大震災の 直後に ， 大阪平野 の 北縁を 限 る有

馬
一

高槻断層帯の トレン チ調査 が行 わ れ，こ の 断層帯が

中世の 地層を 変位させ て ，近世 の地 層 に 覆 わ れ る こ とが

わ か っ た 。ま た ，野 島断層 を 除 く淡路島の多 くの活断層

も 同 じ年代に 活動 して い る こ とか ら，伏見 地 震は京都盆

地 か ら大阪平 野北縁を経 て淡路島に い た る範囲 の 多 くの

活断 層が 活 動 して 生 じた M8 近 い 大 型 地 震 と考 え られ

る （図一 1）。

　様 々 な 地 震痕跡 か ら，こ の 地 震 に お け る地 盤災害 が 詳
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し くわ か る
4）。まず，京都盆地南部で，当時の 巨椋池 に

近接 した八 幡市の 木津川 河床遺跡や 周 辺 の遺跡 で は，大

規模 な液状化跡が検出 さ れ た 。 最大 幅 2m に達 す る砂

脈 か ら噴砂 が流れ 出 して い る が ， 噴砂を 供給 した砂層の

上 面は，当時の地面 か ら深さ 2m 以内だ っ た。

　尼 崎市 の 田能高田遣跡や 神戸市 の 玉 津田 中遺跡 な ど で

は ，

“
礫 の 多い

”
砂礫層が 液状化 し て，径10cm 近 い 礫

が砂脈内部 を上 昇 して い た （ロ 絵写真
一14）。 こ の 写真

の ように，大 きな礫が砂脈の 下部に取 り残され，砂 だ け

が上 昇 して い る事 例 も多 く，砂礫 層で 液状化現象 が発生

して も地 面 に は砂 だ け が 流 れ 出 す 場 合 も多 い は ず で あ る。

　神戸市 の住吉宮町遺跡や 芦屋市の六 条遺跡 で は ， 当時

の地面 から深さ1．5m 程度まで の 地層が 横方向に 滑 り動

い て，井戸跡や 遺構が変形 した痕跡が見られた。芦屋市

で は，白鳳時代 に建設 され た 大寺院 （芦屋廃寺） の 金堂

跡 が 発見 さ れ た が ，金 堂 基 壇 の 版築土 は 幅 1m の 地 割

れ で 引 き裂 かれ て い た 。 地 割 れ の 内部 に 落下 した多 くの

瓦 は，安土 桃 山時代を 含め て そ れ 以前 に 限定 さ れ るの で，

こ の寺院が伏見地震で 廃絶した こ とが わか っ た 。

　高槻市 で は有馬
一

高槻断層帯を構成する安威断層直上

の沖積低地 に，墳丘 の 全長190m の前方後円墳 （今城塚

古墳）が築造 され て い る。そ して，こ の 断層が伏見地震

で 活動 した ため，激 しい 地 震動 に よっ て 墳丘 の 大 半 が崩

　　 図
一 1　 大阪平 野の活断層 と伏見地震の 痕跡

　●は 痕跡 が見 つ か っ た 遺跡，1 木 津川 河床遺跡，2 今城

塚 古 墳 ，3 田能高 田遺 跡，4 芦屋 廃寺 ・
六 条遺跡，5 住吉

宮町 遺跡，6西 求女塚古墳，7玉 津田 中遺 跡
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れ落 ち た （ロ 絵写真
一15）。 神戸市 の沖積低地 に築 か れ

た全 長100m の 前方後方墳で ある 西 求女塚古墳も中央 で

切断 さ れ て ，墳丘 の南 西 端 が 地 震 当 時の 水 田 耕作土 の 直

上 に滑 り落 ち た。

3．　 プ レ
ート境界地震

　遺跡 に おける地震痕跡は，太 平 洋海底の プレー 1一壕界

で 発生す る巨大地 震の 年代を 知 る 手が か りを与 え る。図
一 2 で は ，南海 トラ フ に 沿 っ て A 〜E に 5 区 分 し，文

字 記 録 か らわ か る 地 震 の 発生年 を西 暦 で示 して い る 。

A ・B か ら南海地 震，C〜E か ら東海 地 震 が発生 す るが ，

C ・D が 東南海地 震，E が 想 定東海地 震 とさ れ る こ とが

多い の で，図 には 両 方の 表現を示 した。

　江戸時代以降の 4回 は，地震 の 発生 し た年 月 日が 把

握 され て い る。1605年 は 南海 トラ フ か らの 津 波 地 震で ，

地 震 の 揺 れ は わ ず か で 規 模 も小 さ か っ た 。 1707年 に は

A 〜E 全体 か ら巨大 地 震 が発生して 宝永地震 と呼ばれ る。
1854年に は C 〜E か らの 安政東海地震 に 続 い て，翌 日

に A ・B か ら安政南海地震が発生 した。1944年に C ・D
か ら東南海地震，1946年 に 昭和南海地 震 が発 生 した が，

共 に 規模が 小さか っ た。

　 こ れ よ り前 は，南海地 震 と東海地 震の 関係が 不 明 とな

る。ま ず ，1498年 の 明応東海地震 に 対応 す る 南海地 震

の 記録 が無 い
。 また，684年 に は 『日本 書紀』 に南海地

震の みが 記録され て い る の で，一
見，南海 トラ フ の 片方

だ けか ら地震 が発生 した よ う に見 え る。しか し，江戸時

代 よ り前で は文字記 録 が激減す る の で ，当然，記 録 に残

らな い 地震が ある は ず で ある。

　 こ の よ うな文字記録の 空白を 考 え る上 で ， 遺跡 の地震

痕跡 が役立 つ 。四 国南西 部 にあ る四 万 十市の ア ゾノ遺跡

で は，11世紀 か ら15世紀ま で の 地 層 を 引き裂 い て 上昇

した噴砂が，地 層の 最上 部 に広 が っ て い た。四 国東部 の

徳島県板野 町宮ノ前遣跡で は，集落を囲む溝 の 内部 に噴

砂が 広 が っ て お り，14世紀後半 の 青磁碗 を 含 め て，そ

の 前後の 年代 の 遺物 を含 む 層 を 引 き裂 き，15世 紀末 か

ら16世 紀初頭の 遺物 を 含 む 地 層 に覆 わ れ て い た 。とも

に ，1498年前後 の年代 に 四 国が 激 し く揺れた こ とを示

して い る。

　ま た，1099年に南海地 震が 発生 して から1361年 ま で，
262年の 間 隔が あ る。しか し，和歌山県那智勝浦 町 の 川

関遺 跡で は，12世紀後半の 倉庫 跡 に 沿 っ て 噴砂 が 流れ

出 し，13世紀前半 に 倉庫 が再 建 さ れ て い る の で ，西 暦

1200年前後 に 南海 トラ フ か らの 地 震 が 発生 した と考 え

られ る。

　
一

方，静岡 県袋井市の 坂尻遺跡 で は，7 世紀中頃 ま で

の 建物群 を引 き裂 き ， 8世紀 の建物群 に 覆わ れ る 多 くの

砂脈が 見 つ か っ た。静岡市の 川合遺跡や 愛知県
一

宮市の

田 所 遺跡 で も同年代 の 液状化跡 が 見 つ か り，『日本書紀』

に 書か れ た 684年 の 南海 地 震 に対 応 す る東海地 震 の 痕跡
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図
一2

　1 ア ゾノ遺 跡 ，2 宮 ノ前 遺跡，3 川 関遺跡，4 田所 遺跡，
5坂尻遺跡，6川 合 遺跡

で あ る可能性 が 高い 。

　図
一2 に は 遣跡で 見つ か っ た 地 震跡の年代を●で示 し

た が，江戸時代 以 降の 4 回 に見 られ る規則性 が ， さ ら

に前 か ら継続 して い る よ うに 思 え る 。 1944年 と1946年
の 地 震は 規 模 が 小 さ か っ た 。 し か し，次 回 は21世紀中

頃 ま で に，1707年や 1854年 の よ うな 規模の 大 きな地震

が，南 海 トラ フ の 東側 と西 側 で，同時，あ るい は，連続

して 発生 す る 可能性 が高 い。

4、　 ま　 と　め

　日本 は世 界有数 の 地 震国で ， 古 くか らの文字記録が 豊

富で あ る。 こ れ に加 え て ， 列島各地 で 遺跡 の調査が行わ

れ て お り，考古学 も著 し い 進歩を遂げて い る。本稿で 主

な研究例を紹介 し た が，我が 国 に適 した分 野 なの で，地

震学 と考古学 の境界領域 として大 きな成 果 が期待 で き る。
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